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第１４回黒部川土砂管理協議会

資料－２
関係団体の意見と対応
【平成１４年度連携排砂の実施結果について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

海面漁業関係団体 ・連携排砂でダムから流出した土砂量や ・現地測量やシミュレーション等によ
海に流入した土砂量の把握に、今後と り検討しているが、シミュレーショ
も努めてほしい。 ンについては現時点では精度に限界

があることから、今後の排砂結果等
。を踏まえて検証を行ってまいりたい

・排砂と魚の生息への影響との因果関係 ・専門家の指導の下で、魚の生息環境
について、今後とも調査地点、方法を の変化を把握するため、既往のベン
含め検討して欲しい。 トス調査、プランクトン調査成果の

整理を行った。この結果を踏まえ引
き続き専門家の指導を頂きながら、
魚類への影響について検討してまい
りたい。
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【平成１４年度連携排砂の実施結果について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

内水面漁業関係団体 ・連携排砂でダムから流出した土砂量や ・シミュレーションや河川横断測量等
河川内の何処にどれぐらいの土砂が堆 による検討を引き続き実施するとと
積しているかの把握に、今後とも努め もに、内水面漁協の意見を踏まえ、
てほしい。 今後はより詳細に把握する調査方法

として、瀬・淵調査を新たに行って
まいりたい。

・連携排砂で河口部に土砂堆積しており ・今後とも関係団体との調整を密に行、
通年、魚類の遡上に支障のないよう人 いつつ、適切な河口処理に努めてま
工的に水路を開削するなど、対策を行 いりたい。
ってほしい。

・排砂と魚の生息への影響との因果関係 ・専門家の指導の下で、魚の生息環境
について、調査の項目、方法を含めて の変化を把握するため、既往の河川
今後とも検討してほしい。 水生生物調査を継続するとともに、

内水面漁協の意見を踏まえた夜間魚
類調査、魚類下降調査、および瀬・
淵調査を新たに行ってまいりたい。
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【平成１４年度連携排砂の実施結果について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見 対 応 状 況

農業関係団体 ・排砂中でも出来るだけ水量の確保をお ・排砂中の水量確保には物理的な限界
願いしたい。 があると考えられるが、できるだけ

対応に努める所存であり、農業関係
。団体と引き続き検討してまいりたい

・農業用水の取水停止時間を短くしてほ ・農業関係団体の意見を踏まえ、取水
しい。 停止時間をできるだけ短くするため

のダム運用を行うこととした。更に
他の方策についても引き続き検討し
てまいりたい。

・取水停止している期間の用水確保につ ・用水路網について総合的に精査した
いて、農業用水路の制水門の操作方法 上で、農業関係団体のご協力をいた
や代替水源の確保など、よりよい方法 だきながら引き続き検討してまいり
を検討してほしい。 たい。

・農業用水路の調査については、継続し ・農業関係団体の意見を踏まえ、農業
て実施してほしい。 用水路調査の調査地点および調査内

容の見直しを行い、調査を継続する
こととしている。
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【連携排砂実施計画及び平成１５年度連携排砂計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見

海面漁業関係団体 （１）連携排砂には基本的に「絶対反対」であるが、漁場環境や漁業への影響が出
ない方策を講じて行われる連携排砂については、やむを得ない。

内水面漁業関係団体 （１）目標排砂量が多い場合には、数回に分けてこまめに排砂を行うなど、より自
然に近い形での排砂方法を今後検討して欲しい。

農業関係団体 （１）農業用水の取水停止時間を短くしてほしい。

（２）晴天時での断水に対する苦情が多い。農業関係者の中には排砂に対する認識
が少ない方々がいることから、排砂に関する広報を強化してほしい。
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【平成１５年度環境調査計画について】

関 係 団 体 名 関 係 団 体 の 意 見

海面漁業関係団体 特になし

内水面漁業関係団体 （１）排砂により排出された泥の堆積による魚類の生息への影響を把握するため、
魚類調査の回数を増やすことや、水深の深いところの土砂堆積状況調査を行
って欲しい。また、漁協の意見を踏まえて調査地点を検討して欲しい。

農業関係団体 特になし


